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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、居住空間における安心・安全な日常生活実現のためのライフログの構築管理・

分析基盤を確立することを目的とする。そのために、ユーザの日常生活情報を効率的に管理す

るためのライフログの構造化技術について研究を行う。これにより、ユーザの日常生活情報を

ライログにおいてどのように統合・構造化すればよいのかを明らかにする。さらに、ライフロ

グ上の膨大なユーザ情報をどのように分析し、ユーザの日常生活支援に有用な高次の知識を抽

出し提示するかについて明らかにする。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this research, we are aiming at developing the infrastructure of designing and 
analyzing “LifeLog” for establishing confortable and secured daily life in a living space. To 
this aim, we study the methodology of structuring the LifeLog to manage the information 
about daily activities. We clarify how to integrate and structure the information about daily 
activities in the LifeLog. In addition, we also address how to analyze the large amount user 
information in the LifeLog and therefore clarify how to extract and represent the useful 
knowledge for assisting the daily activities. 
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１．研究開始当初の背景 
現在、センサ技術およびウェブ技術の浸透

により、ユーザの多種多様な日常生活情報の

計測・収集が可能になってきている。経済産

業省の技術戦略マップにおいては、日常生活

における環境情報、生体情報、活動情報、身

体情報、などセンサを活用した日常生活情報

の計測・取得技術について 2010 年を目途と

して技術開発の達成が示されている。また一

方で、ブログやソーシャルネットワークサー

ビスといったウェブ上のサービスの普及に

より、センサ情報のみならずテキスト、写真、
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動画といったウェブ情報からユーザの日常

体験を取得することが可能になってきてい

る。これらのウェブ情報はユーザ自身が生み

出すコンテンツであり、CGM（Consumer 
Generated Media）として着目されている。 

センサ情報とウェブ情報から取得される

膨大で多種多様なユーザ情報の利活用とし

て近年、「ライフログ」に関する研究が注目

されている。ライフログは日常生活中での人

の行動に伴う情報を収集し蓄積する手段で

あり、ユーザの日常生活の様々な支援に有用

な情報を提供する。具体的には、健康情報、

食事情報、位置情報、購買情報などの日常生

活のさまざまな情報をライフログとして収

集・蓄積し、情報推薦や情報共有などのユー

ザ支援を行う研究が国内外で活発におこな

われている。しかしながら、ライフログにつ

いてはユーザのプライバシーを侵害する懸

念も大きく、情報が十分活用されるに至って

いないのが現状である。現在、総務省や経済

産業省では、制度面からガイドライン整備に

向けて検討を行っている段階である。 
プライバシーという制度上の課題に加え

て、ライフログの収集・蓄積においては、ユ

ーザの日常生活支援という目的のもとで多

種多様なユーザ情報をどのように統合、構造

化し管理するのか、についての方法論の構築

も十分になされていない。さらに、収集した

膨大なユーザの日常生活情報から、どのよう

にユーザの日常生活支援に有用な高次の知

識を抽出し提示するかは、ライフログを利活

用する上で大きな課題である。本研究では、

ユーザの安心・安全な日常生活実現のための

ライフログの構築管理・分析基盤に関する研

究を行う。 
 
２．研究の目的 
本研究では、ユーザの日常生活支援を目的

としてライフログの構造化・分析手法につい

て具体的に以下の項目について研究を行う。 

(1) 多種多様なユーザの日常生活情報を効

率的に管理するためのライフログの構造化

技術 
(2) ライフログからユーザの日常生活支援

に有用な知識を抽出するための分析技術 
まず(1)については、センサ情報およびウェ

ブ情報からなる多種多様なユーザの日常生

活情報をライログにおいてどのように統

合・構造化すればよいのかを明らかにする。

そのために、ユーザの日常生活にとってもっ

とも身近である居住空間に焦点をあて、居住

空間における具体的な日常生活支援として、

省エネの推進、健康管理の推進のシナリオを

考慮する。その上で、それぞれのシナリオに

おいてどのようなユーザ情報が必要であり、

どのような情報源から収集可能を明らかに

し、ユーザ情報をライフログの上で統合・構

造化する手法について明らかにする。具体的

には、日常生活支援のシナリオに基づきユー

ザ情報を表現するためのオントロジーの設

計を行い、ユーザ情報を相互参照、横断利用、

処理可能にすることを目指す。 
 次に(2)については、ライフログ上の膨大な

ユーザ情報をどのように分析し、ユーザの日

常生活支援に有用な高次の知識を抽出し提

示するかについて明らかにする。そのために、

省エネの推進、健康管理の推進という日常生

活支援の具体的なシナリオについて目標達

成のためにユーザの日常生活情報からどの

ような知識を抽出し、どのように提示すれば

よいのかを明らかにする。具体的には、日常

生活情報を抽象化した文脈情報を属性とし

て生成し、各シナリオにおいてユーザが達成

すべき目標状態について属性の重要性や因

果関係を学習する手法の設計実装を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ユーザの日常生活支援のため

のライフログの構造化・分析手法について、



 

 

次の 2 つの主たる技術(1),(2)を大目標として

研究開発を行う。各技術は具体的に以下に示

す研究項目を行うことで実現を目指す。 
(1) 多種多様なユーザの日常生活情報を

効率的に管理するためのライフログ

の構造化技術 
① 日常生活支援のシナリオに基づ

く日常生活オントロジーの分

析・設計・ツール構築 
② 日常生活オントロジーに基づく

日常生活情報の収集と構造化 
③ ライフログにおける日常生活情

報の統合・管理および API の構

築 
(2) ライフログからユーザの日常生活支

援に有用な知識を抽出するための分

析技術 
① 構造化された日常生活情報から

の学習属性の設計 
② 属性の因果間関係を学習し日常

生活支援知識を抽出する機械学

習手法の設計と実装 
③ 抽出された日常生活支援知識の

ユーザへの提示手法の設計と実

装 
各研究項目について研究実施の各年度に次

のように研究を進める。 
 
(日常生活支援のシナリオに基づく日常生活

オントロジーの分析・設計・ツール構築) 
ライフログを用いた日常生活支援の具体

的なシナリオとして、ユーザの日常生活にと

ってもっとも身近である居住空間に焦点を

あて、居住空間における省エネの推進、健康

管理の推進を考慮する。それぞれのシナリオ

について生活者の日常生活情報をもとに支

援を行うには居住空間における生活者のど

のような目的と行動に着目すればよいか、そ

してそれらを観測するにはどのような情報

源を利用すればよいか、を記述した日常生活

オントロジーを設計する。 
 

(日常生活オントロジーに基づく日常生活情

報の収集と構造化) 
 設計した日常生活オントロジーに基づき、

実際にユーザの日常生活情報を収集する。デ

ータの収集にあたっては、センサ、ウェブ、

グループウェアを用いて日常生活における

環境情報（光、熱、音、花粉、化学物質など）、

生体情報（心拍、呼吸、皮膚抵抗など）、活

動情報（行動パターン、睡眠時間など）、身

体情報（筋力、視力、聴力など）、消費エネ

ルギー情報（電気、ガス、水道）などを取得

する環境を構築する。 
情報収集のためのセンサ基盤については

実験協力者から提供をうける。構築した日常

生活情報収集環境において、日常生活支援オ

ントロジーに基づき被験者からシナリオご

とに日常生活情報を収集する。例えば、省エ

ネの推進支援を目的としたシナリオにおい

ては、ユーザの日常生活におけるエネルギー

消費関わる活動、電力、水道、ガスなどの消

費エネルギーの情報を収集する。 

 

(ライフログにおける日常生活情報の統合・管

理および API の構築) 
収集した日常生活データは日常生活オン

トロジーに基づき抽象化を行い RDFデータと

して統合し SPARQL データベースによりライ

フログとして蓄積・管理を行う。さらに、ラ

イフログに収集・蓄積された構造化日常生活

情報から必要な情報を適宜取り出すための

API の実装を行う。 

 

(構造化された日常生活情報からの学習属性

の設計) 



 

 

収集・蓄積されたライフログの日常生活情

報からユーザの日常生活支援に有用な知識

を学習するために、まず学習に用いる属性情

報の設計を行う。私は、平成 20-21 年度・科

学研究費補助金・若手研究（スタートアップ）

においてセンサ情報およびウェブ情報を用

いた情報推薦手法について研究を進めてき

たが、その中でユーザの文脈情報を属性とし

た情報推薦について研究を行った。本研究に

おいては、日常生活支援に有用な知識の抽出

を情報推薦のアプローチとして捉えること

により、日常生活情報を抽象化することで日

常生活の文脈情報を属性化し学習に用いる。 
 

(属性の因果間関係を学習し日常生活支援知

識を抽出する機械学習手法の設計と実装) 
設計をおこなった学習属性を用いて日常

生活情報の因果関係を学習する。学習にはユ

ーザの感情の推定やユーザの興味の推定な

ど私がこれまでの行ってきた研究の成果で

あるユーザモデリングのための学習手法を

拡張する。学習は教師ありで行い、例えば省

エネの推進シナリオであれば省エネがうま

くいっている被験者、うまくいっていない被

験者の日常生活情報を学習データとして用

いそこから生成した日常生活属性を用いて

学習を行う。学習の結果として得られる重要

な属性およびそれらの因果関係を日常生活

支援知識として抽出する。 
 

(抽出された日常生活支援知識のユーザへの

提示手法の設計と実装) 
学習により抽出された日常生活支援知識

をユーザの特性にあわせてわかりやすい形

で提示をおこなう。例えば、省エネの推進シ

ナリオであれば、自身の日常生活におけるど

のような活動を変えることで生活の快適性

を損なわず省エネ活動をより推進できる方

法を提示することになる。そのために、研究

協力者とともに研究をおこなってきた日常

生活情報の可視化ツールを拡張し、知識の言

語化・可視化を通して具体的な行動喚起を促

す直観的なインタフェースを開発する。 

 

(評価実験ならびに成果公開) 
上記により設計・実装を行ったシステムに

ついて平成 23 年度下半期において実証実験

を実施する。実験においては、省エネおよび

健康管理の推進という具体的な日常生活支

援の想定シナリオに基づき被験者を対象に、

日常生活支援オントロジーの設計の妥当性、

日常生活支援知識の学習手法の精度、また手

法の汎用性について特に評価を行い、その結

果をもとに再度提案手法の改善を行う。本研

究の成果となる日常生活支援オントロジー

およびライフログ基盤・API は広く公開する

ことで、プライバシーを考慮したライフログ

の制度づくりへ貢献を目指す。        
 
４．研究成果 

ライフログデータからのユーザの興味・関心 

推定手法およびライフログデータをもとに

したブログ生成支援構築した。具体的に、実

環境と一般ユーザを用いた実証実験により、

提案システムの有効性と受容性の評価を行

った。 

 実証実験の結果からライフログデータを

もとにしたブログ生成支援システムについ

て、ふだんブログに関する活動に積極的でな

いユーザからも多くの記事が編集される等、

広く受容され、有効に機能したこと、提案す

る興味・関心推定手法は、単純に滞在時間に

よって興味・関心を推定する手法に比べて、

より高精度に興味・関心を推定できること、

ライフログデータをもとにブログ記事のひ

な形を作成する際に、ユーザの主観を用いて

データを丸めることで、行動情報の取得に対



 

 

する嫌悪感が低減され、受容されやすくなる

可能性があることなどを示唆する結果を得

た。 
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